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Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

A3167 ワキ700　海軍省私有貨車タイプ　2両セット

実車紹介

編成図

商品概要

付属品

オプション

予価：￥4,840（本体価格￥4,400） 対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー非対応 非対応

マグネット式紙箱入（カートン入数：24）

なし

ワキ715

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
写真の複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●マイクロエース貨車シリーズのさらなる充実

●日本の鉄道史において特筆される異色の大型軍用有蓋貨車をプラ製品で初の製品化

●点対称の位置に大型の扉が設置された独特のボディ

●各種標記は登場直後の姿(側面下部、台枠に「車籍　鉄道省」標記あり)がモチーフ

※部品共用のため、一部実車と異なります

※本製品に動力車は含まれません

   走行には別途機関車が必要です

　第二次世界大戦以前における日本の鉄道は軍事的に重要な位置を占めており、さまざまな貨車が
軍用に使用されたほか、軍部が独自に保有した車両も見られました。
　1943年から翌年にかけて海軍の指示で30両製造されたのがワキ700で、重量物の運搬に適した
機能と構造、高速走行に適した台車が特徴の大型有蓋車です。天井には車外へ展張可能な走行
式チェーンブロックのレールが設置され、人力では困難な物資の積載の便が図られています。車両の性
質から存在そのものが秘匿されていましたが、登場時期が戦況の変化と重なったことからか、主に航空
関係の兵器(爆弾・魚雷)や装備(エンジンのスペアや部品)を航空廠と呼ばれる工場から各地の航空
隊への輸送に用いられた記録がわずかに残されています。
　戦後は頑丈な構造と走行性能が重宝されて連合軍に接収された車両や、ワキ1の代用として急行
便塗装をまとった車両も現れましたが、1960年代には各地の救援車代用として転用され、1970年代
までその姿が見られました。

ワキ717


